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平
成
29
年
度
決
算
が
、
本
年
５
月
28
日
に

開
催
の
第
１
２
５
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、

６
月
20
日
に
開
催
の
第
33
回
評
議
員
会
に
お

い
て
、
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
の
決
算
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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H28年度末
実績

H29年度末
実績

14,971 14,872 14,815 14,808

3,550 3,634 3,576 3,401

322,160 318,958 317,706 316,585

平均給料月額　　　　現職会員数　　　　退職会員数

（単位：人） （単位：円）

第125回理事会

第33回評議員会

● 平成29年度末会員数等 ●

● 平成29年度掛金率・負担金率 ●

（単位：人）

区　　分 会員数 被扶養者数

現
職
会
員

共済組合組合員 14,535 16,139
そ の 他 268 92
互 助 会 5 1

計 14,808 16,232
退 職 会 員 等 3,401 1,926

合　　計 18,209 18,158

（単位：‰）

区　　　　分 一般職 特別職

掛 金 率

給 付 事 業 会 計 0.5 0.4
退職福祉事業会計 0.5 0.4
共 済 事 業 会 計 1.0 0.8

計 2.0 1.6

負担金率

給 付 事 業 会 計 2.0 1.6
退職福祉事業会計 － －
共 済 事 業 会 計 － －

計 2.0 1.6

合　 計

給 付 事 業 会 計 2.5 2.0
退職福祉事業会計 0.5 0.4
共 済 事 業 会 計 1.0 0.8

計 4.0 3.2

第125回理事会・第33回評議員会

平成29年度決算に係る各事業会計の概要

● 会員数及び平均給料月額の推移 ●

平成29年度決算平成29年度決算
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（単位：円）

科　　目 合　　計 法人会計 公益事業会計 給付事業会計等 厚生事業会計

Ⅰ　経常収益の部
基 本 財 産 運 用 益 2,330 2,330
特 定 資 産 運 用 益 2,560,241 2,560,241
事 業 収 益
受取掛金・受取負担金 191,980,620 191,980,620
受 取 保 険 手 数 料 29,825,263 29,825,263
長期前受収益引当預金取崩収益 72,755,198 72,755,198
拠出金等預り金取崩収益 16,787,000 16,787,000
雑 収 益 96,319 46,859 49,460
他 会 計 振 替 額 2,951,274 2,951,274
支払準備金取崩収益 1,809,000 1,809,000
経 常 収 益 合 計 （A） 318,767,245 2,330 2,951,274 285,938,918 29,874,723
正 味 財 産 期 首 残 高 337,972,274 33,249,912 0 230,244,402 74,477,960
収 益 合 計 （B） 656,739,519 33,252,242 2,951,274 516,183,320 104,352,683
Ⅱ　経常費用の部
事 業 費 230,604,928 2,951,274 227,653,654
管 理 費 40,491,190 3,776,681 18,888,032 17,826,477
他 会 計 振 替 額 2,951,274 2,951,274
法　 人　 税　 等 2,609,161 356 388,705 2,220,100
経 常 費 用 合 計 （C） 276,656,553 3,777,037 2,951,274 246,930,391 22,997,851
Ⅲ　経常外費用の部
その他の経常外費用 （D） 26,301 0 0 26,301 0
当期正味財産増減額（A-C-D） 42,084,391 △ 3,774,707 0 38,982,226 6,876,872
正味財産期末残高（B-C-D） 380,056,665 29,475,205 0 269,226,628 81,354,832

平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで

管理費
40,491千円
（14.64%）

事　業　費
230,605千円
（83.35 %）

事 業 収 益
221,807千円
（69.58%）

他会計振替額 2,951千円（1.07%）
法人税等 2,609千円（0.94%）

長期前受収益
引当預金取崩収益
72,755千円
（22.82%）

雑収益
 96千円（0.03%）
支払準備金取崩収益 1,809千円（0.57%）
他会計振替額 2,951千円（0.92%）

特定資産運用益 2,560千円（0.80%）
基本財産運用益 2千円（0.01%）

拠出金等預り金取崩収益 
16,787千円（5.27%）

正味財産増減計算書総括表

318,767千円総括表（経常収益） 276,656千円総括表（経常費用）
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現
職
会
員
に
対
す
る「
給
付
事
業
」

及
び「
共
済
事
業
」と
退
職
会
員
に
対

す
る「
退
職
福
祉
事
業
」会
計
の
給
付

状
況
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

経
常
収
益
合
計
は
、
受
取
掛
金
、

受
取
負
担
金
及
び
長
期
前
受
収
益
引

当
預
金
取
崩
収
益
等
の
２
億
８
５
９
３

万
９
千
円
、
経
常
費
用
合
計
は
、
事

業
費（
給
付
金
）、
管
理
費
等
の
２
億
４

６
９
３
万
円
、
経
常
外
費
用
は
、
２
万

７
千
円
で
、
当
期
正
味
財
産
増
減
額

３
８
９
８
万
２
千
円
を
生
じ
た
結
果
、

正
味
財
産
期
末
残
高
２
億
６
９
２
２
万

６
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

経
常
収
益
合
計
は
基
本
財
産
運
用

益
等
の
２
千
円
で
、経
常
費
用
合
計
は

管
理
費
等
３
７
７
万
７
千
円
で
、当
期

正
味
財
産
増
減
額
３
７
７
万
５
千
円

と
な
っ
た
結
果
、正
味
財
産
期
末
残
高

６
１
７
万
５
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

公
益
事
業
費
２
９
５
万
１
千
円
は
、

厚
生
事
業
会
計
か
ら
同
額
を
振
替
え
た

結
果
、当
期
正
味
財
産
増
減
額
は
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

各
事
業
会
計
の
概
要

公
益
事
業
会
計

給
付
事
業
会
計
等

法　

人　

会　

計

平成２９年度給付金の給付状況一覧表

（単位：円）
事　業　項　目 実　施　内　容 金　額

公立養護施設に対する奉仕事業 「青石寮」他３か所へ物品寄贈 998,480
地域住民の自治意識の啓発に関する事業 四国中央市他３か所へ物品寄贈 953,194
市町又は市町の職員が住民を対象として
行う文化活動に対する助成に関する事業 大洲市他３か所へ助成 999,600

合　　　　計 2,951,274

（単位：件、円）

項 目　／　年 度 29年度
件 数 金　額

現　

職　

会　

員

給

付

事

業

入 院 差 額 料 補 助 金 255 5,039,704
入 院 見 舞 金 264 5,280,000
災 害 見 舞 金 0 0
結 婚 祝 金 257 7,425,000
出 産 祝 金 542 10,840,000
入 学 祝 金 1,375 34,375,000
銀 婚 祝 金 162 2,430,000
永 年 会 員 祝 金 661 7,930,000
死 亡 弔 慰 金 277 2,950,000
人間ドック等補助金 10,872 10,871,390
在 宅 看 護 見 舞 金 16 160,000
遺 児 奨 学 一 時 金 2 200,000
生涯生活設計セミナー開催費 1 231,360
介 護 休 業 給 付 金 0 0
退 会 記 念 給 付 金 430 21,500,000

計 （A） 15,114 109,232,454
共済
事業 医 療 補 助 金（B） 5,265 44,657,200

退
職
会
員

退
職
福
祉
事
業

退 職 医 療 給 付 金 4,635 56,077,000
退職医療返還一時金 392 16,787,000
退職医療死亡弔慰金 14 450,000
退職医療脱退一時金 8 450,000

計 （C） 5,049 73,764,000
合計（A）＋（B）＋（C） 25,428 227,653,654

平成２９年度公益事業実施状況一覧表

4



共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
、が
ん
保
険
、

積
立
年
金
を
取
り
扱
う
会
計
で
、手

数
料
収
入
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
収

益
事
業
で
す
。

経
常
収
益
合
計
は
、受
取
保
険
手

数
料
等
２
９
８
７
万
５
千
円
で
、経

常
費
用
合
計
は
、管
理
費
等
２
２
９

９
万
８
千
円（
公
益
事
業
会
計
へ
の

振
替
額
２
９
５
万
１
千
円
を
含
む
。）

で
、当
期
正
味
財
産
増
減
額
６
８
７

万
６
千
円
を
生
じ
た
結
果
、正
味
財

産
期
末
残
高
８
１
３
５
万
４
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

厚
生
事
業
会
計

受取掛金
82,256千円
（28.77%）

法人税等
388千円（0.16%）

特定資産運用益 2,560千円（0.90%）
支払準備金取崩収益
 1,809千円（0.63%）

受取負担金
109,725千円
（38.37%）

雑収益 47千円
（0.02%）

拠出金等預り金取崩収益 
16,787千円（5.87%）

管理費等
18,888千円
（7.65 %）

管　理　費
17,827千円
（77.52%）受取保険手数料

29,825千円
（99.83%）

雑収益
50千円（0.17%）

他会計振替額 2,951千円（12.83%）
　　法人税等 2,220千円（9.65%）

長期前受収益
引当預金取崩収益
72,755千円
（25.44%）

285,939千円給付事業会計等（経常収益）

29,875千円厚生事業会計（経常収益）

246,930千円給付事業会計等（経常費用）

22,998千円厚生事業会計（経常費用）

（単位：件、円）

項 目　／　年 度 29年度
件 数 金　額

団　

体　

定　

期　

保　

険

本
人
・
配
偶
者

死 亡 保 険 金 18 91,000,000
高度障害保険金 0 0
災 害 保 険 金 0 0
障 害 給 付 金 0 0
災害入院給付金 48 10,332,900

小　　計 66 101,332,900

子

供

死 亡 保 険 金 0 0
高度障害保険金 0 0
災 害 保 険 金 0 0
障 害 給 付 金 0 0
災害入院給付金 2 37,200

小　　計 2 37,200
団体定期保険プラス（本人・配偶者） 0 0
療 養 給 付 プ ラ ン 49 6,425,335
医
療
保
障
保
険

死 亡 保 険 金 6 600,000
入 院 給 付 金 185 14,418,000
小 　 　 計 191 15,018,000

医 療 費 支 援 制 度 9 225,000
重 病 克 服 支 援 制 度 21 21,500,000

合　　　計 338 144,538,435

平成２９年度共済グループ保険給付金給付状況

（7.65 %）

事　業　費
227,654千円
（92.19 %）
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平成３１年の「共済グループ保険」の平成３１年の「共済グループ保険」の
見直し内容について見直し内容について

　主な内容をお知らせします。詳細につきましては、8月1日～9月7日の募集時期に募集担当保険会社の職員が皆
様の職場に順次お伺いして、ご説明します。（平成３１年更新用パンフレットに掲載）

（１）「団体定期保険プラス（本人）」に「Ｘ」コースを増設
　　 　「団体定期保険プラス（本人）」月払コースに「Ｘ」コース、ボーナスコースに「Ｘ１」及び「Ｘ２」コースを増設し
ます。

（２）「団体定期保険（配偶者）」及び「団体定期保険プラス（配偶者）」に保障額上位コースを増設
　　 　「団体定期保険（配偶者）」に「３口」コースを、「団体定期保険プラス（配偶者）」に「８００万円」コースを増設し
ます。

　　※「団体定期保険」は、死亡・高度障害時の保障です。
　　※「団体定期保険プラス」は、死亡・高度障害時及び障害状態の際（障害年金１・２級に連動した）の保障です。

「団体定期保険」及び「団体定期保険プラス」のコース拡充について2

※ 保険料率の引下げに伴い、例年どおりの保険金の支払いが生じた場合には、配当率、配当金額も一律に低下します。（「医療費
支援制度」及び「重病克服支援制度」は、配当金はありません。）

平成３１年１月１日の更新日より、生保標準生命表改定を受け、保険料率が改定（引下げ）されます。

保険料率の改定について１

保険料率改定対象の制度 保険料率改定対象外の制度

●団体定期保険
●団体定期保険プラス

●医療保障保険
●医療費支援制度
●重病克服支援制度

※制度加入年数及び年齢要件の撤廃は、「医療保障保険」、「医療費支援制度」及び「重病克服支援制度」も同様の取扱いです。
※ 従来どおり、「医療保障保険」及び「医療費支援制度」の継続可能年齢は満６９歳６か月まで、「重病克服支援制度」の継続可能年齢
は満７１歳６か月までです。

改 定 後 改 定 前

　退職時に本制度に加入している組合員（本人）が退職し
た場合、組合員（本人）・配偶者のみ退職時に加入してい
た保険金額（ただし、最高５００万円（団体定期保険プラス
の配偶者は最高400万円）を上限とします。）の範囲内で、
満８０歳６か月まで継続加入することができます。

　退職した年の翌年１月１日現在の年齢が満５４歳６か月
を超え、かつ退職前３年間団体定期保険に継続加入して
いる組合員（本人）が退職した場合、組合員（本人）・配
偶者のみ退職時に加入していた保険金額（ただし、最高
５００万円（団体定期保険プラスの配偶者は最高400万
円）を上限とします。）の範囲内で、満７５歳６か月まで継続
加入することができます。

　退職者継続加入要件の制度加入年齢及び年齢要件を撤廃し、「団体定期保険」及び「団体定期保険プラス」の
継続可能年齢を更新日時点で満８０歳６か月までの方に延長します。

退職者継続加入要件と継続年齢の改定について3
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7

　

平
成
30
年
６
月
20
日
開
催
の
第
33

回
評
議
員
会（
定
時
評
議
員
会
）に
お
い

て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
が

行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
就
任（
再
任
）さ

れ
ま
し
た
。

　

武
智
邦
典
評
議
員
が
評
議
員
を
辞

任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
後
任
の
評
議
員

に
は
、
加
藤
章
氏（
東
温
市
長
）が
、
ま

た
、
伊
藤
正
学
識
経
験
評
議
員
が
辞
任

（
平
成
30
年
３
月
31
日
付
）さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
後
任
の
学
識
経
験
評
議
員
に

は
、
玉
井
信
正
氏（
愛
媛
県
市
町
村
職

員
共
済
組
合
事
務
局
長
）が
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
6
月
20
日
開
催
の
第

1
2
6
回
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
に

菅
良
二
理
事
が
、
ま
た
、
副
会
長
に
武

智
邦
典
理
事
及
び
山
内
貴
志
理
事
が
選

定
さ
れ
、
就
任（
再
任
）さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
退
職
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
共
済
組
合
と
共
催

で
退
職
後
の
医
療
保
険
、
年
金（
共
済

組
合
）及
び
退
職
福
祉
事
業
、
グ
ル
ー

プ
保
険（
互
助
会
）に
係
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
、
別
途
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
退
職
後
の
皆
様
の
生
活
設

計
の
参
考
に
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
に
係
る「
重
病
克
服
支
援
制
度
」の

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
に
係
る「
重
病
克
服
支
援
制
度
」の

取
扱
い
に
つ
い
て

取
扱
い
に
つ
い
て

AAAAAAAAQ&

市
町
長

理事 菅　良二 再任

理事 武智邦典 就任

理事 岡原文彰 再任

監事 岡本　靖 再任

市
町
長
以
外

理事 山内貴志 再任

理事 神田紀香 再任

理事 河本　一 再任

監事 瀬川幹雄 再任

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

（
理
事
・
監
事
）の
就
任

任（理任
（評

議
員（
学
識
経
験
評
議
員
を
含

む
。）の
就
任

評む評む

平
成
30
年
度

退
職
予
定
者
相
談
会
開
催
日
程

平退平退 会
長
及
び
副
会
長
の
就
任

会会

て
い
ま
す
が
、
７
大
疾
病
保
険
金
や
が

ん
上
皮
内
新
生
物
保
険
金
の
支
払
い
に

該
当
し
た
場
合
、
引
き
続
き
加
入
は
で

き
ま
す
か
。

７
大
疾
病
保
険
金
の
お
支
払
い
に
該
当

し
た
場
合
は
、
７
大
疾
病
保
障
特
約
部

分
の
み
脱
退
と
な
り
、
再
加
入
は
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
主
契
約
及
び
が
ん

上
皮
内
新
生
物
保
障
特
約
は
、
引
き
続

き
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

が
ん
上
皮
内
新
生
物
保
険
金
の
お

支
払
い
に
該
当
し
た
場
合
は
、
が
ん
上

皮
内
新
生
物
保
障
特
約
の
み
脱
退
と
な

り
、
再
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

主
契
約
及
び
７
大
疾
病
保
障
特
約
は
、

引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
重
病
克
服
支
援
制
度
」の
保
険
金
の
支

払
い
を
受
け
た
場
合
は
、
脱
退
に
な
り

ま
す
が
、
脱
退
日
以
降
の
過
払
保
険
料

は
、
返
金
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

組
合
員（
本
人
）が
保
険
金
の
お
支
払
い

を
受
け
た
場
合
、
診
断
書
記
載
の
翌
月

（
脱
退
日
）以
降
の
保
険
料
は
、
保
険

金
と
合
わ
せ
て
保
険
金
請
求
時
に
記
載

の
指
定
口
座
へ
返
金
し
ま
す
が
、
配
偶

者
の
過
払
保
険
料
は
、
別
途
ご
指
定
の

口
座
へ
返
金
し
ま
す
。

Ｑ AA

組
合
員
で
あ
る
夫
は
、
団
体
定
期
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、「
重
病
克
服

支
援
制
度
」に
配
偶
者
で
あ
る
私
だ
け
の

加
入
は
で
き
ま
す
か
。

組
合
員（
本
人
）が
団
体
定
期
保
険
に
加

入
し
、
併
せ
て
重
病
克
服
支
援
制
度
に

加
入
し
て
い
れ
ば
、
配
偶
者
も
加
入
で

き
ま
す
が
、
配
偶
者
だ
け
の
加
入
は
で

き
ま
せ
ん
。

私
は
、
共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
の「
重
病

克
服
支
援
制
度（
主
契
約
）」に
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
請
求
手
続
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、「
重
病
克
服
支
援
制
度
」

の
特
定
疾
病
保
険
金
に
該
当
し
た
場

合
、
引
き
続
き
加
入
は
で
き
ま
す
か
。

互
助
会
若
し
く
は
所
属
所
か
ら
請
求
書

類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
所
属
所
を
経

由
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
金

の
お
支
払
い
に
該
当
し
た
場
合
は
、
診

断
書
記
載
の
該
当
日
の
翌
月
が
脱
退
日

と
な
り
、
再
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
組
合
員
が
脱
退
す
る
場
合

は
、
配
偶
者
も
同
時
脱
退
と
な
り
ま

す
。

私
は
、
共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
の「
重
病

克
服
支
援
制
度（
特
約
付
加
）」に
加
入
し

ＱＱＱ AA

加
藤　

章 

評
議
員

玉
井
信
正 

評
議
員



互 助 会 の 概 況
（平成30年度5月末現在）

・所 属 所 数  42
・会　員　数  現職会員数 14,867 人
 退職会員数 3,604 人
・被扶養者数  17,818 人
・平均給料月額 311,608 円
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モニュメント永遠の灯＆佐田岬灯台

区　

分

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

募　

集

期　

間

8
月
1
日
〜
9
月
7
日

申　

込

締
切
日

９
月
10
日

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
募
集
の
ご
案
内

　

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
の
募
集
を
左
記

の
日
程
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

募
集
担
当
保
険
会
社
の
職
員
が
、

皆
様
の
職
場
に
順
次
お
伺
い
し
、
ご
説

明
を
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
こ
の
機
会

に
加
入
・
増
額
の
ご
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

　佐田岬灯台は、西宇和郡伊方町の佐田岬半島にある灯台で、豊予海峡の航海の安全を100年に亘って見守っ
ています。
　駐車場から灯台までは遊歩道が整備され、「あなたが選ぶ日本の灯台50選」にも選ばれており、四国最西島の
御籠島（みかごしま）には、佐田岬灯台点灯100年目を記念して御籠島展望所が建設されています。表紙の写真は、
展望所に設置されている記念モニュメント「永遠の灯」から佐田岬灯台を眺めた景色で、とても素敵です。
　また、展望所の近くには、要塞に設置されていた「洞窟式砲台跡」があり、当時あった砲台「三八式十二糎榴弾
砲」（さんはちしきじゅうにせんちりゅうだんほう）のレプリカが設置されており、見学することができます。


